
体験活動プログラム２ 
      観音寺市ふるさと学芸館 

 

 

 

 

 

    蓑笠をつける。          背負子を背負う。         天秤棒を担ぐ。 

  肩から蓑を掛け、笠をかぶる。    荷全体を背中で受けて楽に背負う。  対の荷を、バランスをとって肩で担ぐ。 

                                                          

                        

                               

                                    

 

                           棹秤を使う。 

                           数人で協力して重い 

   １斗を量りとる。               ものをかけ、秤をつり 

 １升枡で移しとり１斗の量感を掴む。            合わせる。         台秤で量る。 

                                   分銅をかけて、棹をつり合わせる。 

 

 

 

 

 

 

  藁を繰り、縄をなう。        唐箕を使う。          万石通しを使う。 

藁を湿らせ、藁繰り、縄ないをする。  漏斗に籾(疑似)を入れ、羽を回しな    漏斗に籾(疑似)を入れ、通しに流し 

                がら籾を落とす。            て分別する。 

 

 

 

 

 

 

 

                 明るさを確かめる。      昔の遊びを楽しむ。 

    火を熾す。       行灯、和ろうそく、ランプなど  ・ゴムでっぽう  ・ゴムとび 

紐のねじれを使って棒を回転   に火を灯し、明るさの違いをみる。  ・いしやり    ・おじゃみ 

させ、受け板との摩擦熱で火を                     ・こま      ・めんこ 

熾す。                                ・けん玉      ・竹馬 

                                  ・竹トンボ    ・竹ぽっくり  

 ※ 少人数でも、見学の中で体験することができます。     など、なつかしい遊びで友達と楽しむ。 


